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―婚活日記― 

 

第１８回 
 

黒田長宏 

 

 

＜２０２１年月２月１３日＞ 

４４号の原稿を提出した。相変わらず

新型コロナウイルスで困ったもんだ。こ

れでは婚活もどうしていいかさらにわか

らない。 

＜２月２４日＞ 

前回提出し終えた晩に、東日本大震

災の余震だという震度５弱だと思う地震

がきたが、発表では震度４だった。しか

し震度４でもかなり５弱に近かったように

思った。１０年を経てもまだ余震だとは。 

まだ１０日ちょっとの間に、勤務先では

私の YouTube をみてもらえないかと女

性事務員さんの一人にドキドキしながら

言ったらやんわり断られ、某マッチング

アプリも進展がない。ただただ、結婚し

たい人は結婚できる社会へというアピー

ルとみたテレビなどの感想を一日一つ

続けている。登録者数は過去最高の３

３人。ユーチューバーとして社会的に独

立できるように頑張る。そうした力があ

れば、私の願いも社会が叶えてくれるよ

うになる。 

＜３月２９日＞ 

今回の茨城県の甲子園も相撲も終えた。

私自身はユーチューブの登録者数が増

加しなくなったが３４人。減ってもいない

のが幸い。私の夢というより希望は、ユ

ーチューバー一本で暮らせることと再婚。

どちらも不可能ではない時代に入ったと

思う。 

＜４月２１日＞ 

日記ではなくて月記のペースだが、

YouTube の登録者が現在４０人。一番

多い視聴者数の動画は、広告用のは別

格の数字なので除いて、一つ１０００視

聴を超えたものが出てきたが、一体どう

してそうなるのかは不明。しかし日常何

も変わらん。再婚は再就職や進学よりも

私にとっては難しいことになってしまって

いる。対人援助と言ったところで自分自

身が救われなければどうにもならない。

などと、この学会に八つ当たりしてもどう

しようもない。松本清張の『霧の旗』など

はどうも八つ当たりが加害者でなくて弁

護士に行ってしまったような話にも思う。
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私もこの学会ではなくて女性一人の誰

かに向き合わないと、八つ当たりに過ぎ

ないだろう。そう思いながらいつまで続く

のか。 

いつまで続くのかと言えば新型コロナ

ウイルスのワクチン接種が２４日に一回

目という予定になったが、そういうことは

短信向きの話だろうか。しかし、結婚問

題についてもコロナ禍だとさらに気が重

くなるだろう。少子化もさらに進んでいる

らしい。他力のような印象で一人の助け

合える女性が現れてくれれば劇的に感

じるが、自力的には告白もできず、

YouTubeの回数を増やすのみが自力に

近い一番の希望である。今日、シリーズ

として番号をつけただけで３００回になっ

た。ただ、よく世界中で日に日に莫大に

増える動画や文字を貯え続けられるも

のだと思う。そういうのは他力である。

小学生からプログラミング学習をする時

代のようだが、私は末端の YouTube 動

画のアップロードが他力的な時代との

遭遇である。こんな時代やツールが来

るのだから、再婚相手だってまだわから

ないと思いたい。 

＜５月１５日＞ 

本当は明日、もっと良いならば明後

日にでも書けば良いものを、上方演芸

会をラジオで聴いたはずみもあり、もし

かしたら明日は副反応でやる気を無くし

てしまい、締切日までやる気を無くして

しまうと連載が途絶えてしまう危機感が

あって、今晩これを書き終えたら提出し

まおうと思う。鋭い方々はお気づきだろ

うが、私は勤務先のおかげで、他の国

民の皆様方よりも早く２回目の新型コロ

ナのワクチンを接種し終えた。噂による

と１回目よりも２回目のほうが副反応が

強く出るらしいが、１回目は腕の痛みが

接種翌日に出たくらいで、そのまた翌日

にはかなり痛みは軽減していた。配慮

のある人ならば明後日以降に提出して、

２回目の副反応を書くであろうに、私と

いうものは、なかなか再婚できないばか

りに性格がいじけてしまい、教えてやる

もんかと内心思ってしまい、提出しちゃ

おうという次第である。再婚さえ出来て

いたならばとても親切で、２回目の副反

応の参考事例を一足早く提示したもの

を。ですから皆様はご自分の体験で接

種後の副反応がどうなるかを知ってい

ただきたく思います。ですが、ネットに出

ているように若い人のほうが副反応が

特に２回目の翌日が比較的きつかった

り、職場での噂もネットと同じようなもの

でした。なんだか気が引けてしまい、語

尾がですます調に変化してしまった。ど

うしても良心が抜けきれない。だが良心

があるだけでは再婚は出来ないのだ。

再婚といったって、結婚は３日で出てい

かれてしまい、裁判のほうが２年か３年

か、一体あれはなんだったのだろうとい

う出来事だった。しかしたしか４７歳だっ

たか４８歳だったかその年齢では結婚で

きるにはできるのはわかった。 

だが、こうしてあとわずかで５４歳にな

るというのに、三浦知良選手のようには

いかないものである。とても難しい。そう

いうわけで、職場で通用しなくなった日
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のために期待の希望のユーチューバー

収入生活のための途中経過であるが、

もちろん収入になる兆しは見えないもの

の、登録者数は現在４４人である。あり

がとう。そしてさらに登録者数を増やす

ためにペンとパイナップルをくっつけて

みたらどうだろうと考えているところであ

る。次回こそ。 

 


